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　第 47回町民卓球大会は 12月 19 日と 20　第 47 回町民卓球大会は 12月 19 日と 20
日の２日間、森のアリーナで開催されまし日の２日間、森のアリーナで開催されまし
た。小学生、中学生や一般の部などが行われ、た。小学生、中学生や一般の部などが行われ、
白熱のラリーが展開されました。白熱のラリーが展開されました。



2021 年１月１日広報いわてまちNo.739 ／ 23 ／ 2021 年１月１日広報いわてまちNo.739

　一方井小の農作業体験は８月 25 日、学校近く
の畑で行われました。すっきりと晴れ渡る空の下、
旬を迎えた野菜を収穫。児童は元気いっぱいに畑
を駆け回って発見した半分赤く、半分緑色の珍し
いピーマンを見せてくれました。（関連記事11㌻）
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019921-01[1-20]No.735Ｒ02-09.indd   1 2020/08/27   16:54

　沼宮内小の児童は８月 27日、リニューアルさ
れた石神の丘美術館を訪れました。新たに設置
された彫刻作品を見学し、散策路を歩きながら
〈花とアートの森〉の新たな魅力を感じました。
（関連記事 10㌻）
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　城山保育園幼年消防クラブは 11月９日、秋の　城山保育園幼年消防クラブは 11月９日、秋の
全国火災予防運動の一環として沼宮内地区で楽全国火災予防運動の一環として沼宮内地区で楽
器演奏と防火の誓いを行いました。元気いっぱ器演奏と防火の誓いを行いました。元気いっぱ
いの演奏で観衆を和ませ、「火遊びは絶対にしまいの演奏で観衆を和ませ、「火遊びは絶対にしま
せん！」と力強く宣誓しました。（関連記事11㌻）せん！」と力強く宣誓しました。（関連記事11㌻）
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　町少年剣道交流大会は 12 月８日、森のア
リーナで行われました。県内外から集まった
小中学生が互いの技術を競い合い、気迫あふれ
る試合を展開しました。（関連記事 14ページ）
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2020 年の町の出来事2020年の町の出来事
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　沼宮内小の１年生児童と沼宮内公民館高齢
者学級は２月 26日、同小で昔遊び交流会を
行いました。あやとりやけん玉、おはじきな
どの昔ながらの遊びを楽しみながら交流を深
めました。（関連記事：10㌻）

018183-01[1-20]No.729Ｒ02-03.indd   1 2020/02/28   17:36

　沼宮内中卒業証書授与式は３月 13日、同校
体育館で行われ、61 人の卒業生が菅原雅之校
長から卒業証書を受領。門出の季節を迎えた
卒業生は、力強く新たなステージへの一歩を
踏み出します。（関連記事 14㌻）
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石
神
の
丘
美
術
館
〈
花
と
ア
ー
ト
の
森
〉
を
訪
れ
た

川
口
保
育
所
の
園
児
た
ち
。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
な
る

ウ
コ
ン
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
て
、
オ
ル
レ
ア
の
種
が
入
っ

た
紙
飛
行
機
を
作
り
、
花
が
満
開
に
な
る
よ
う
に
願
い

を
込
め
、
力
い
っ
ぱ
い
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
８
㌻
）

020675-01[1-20]No.737Ｒ02-11.indd   1 2020/10/30   11:23

　一方井保育所は１月 10日、小正月の伝統行
事「みずき団子」の飾り付けを行いました。園
児は、日本の伝統を学びながら豊作や健康を
願い、真剣な表情で作業に取り組みました。
（関連記事 15㌻）
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　沼宮内小入学式は４月７日、同小体育館で行
われ、50 人の新入学生が元気いっぱいに小学
校生活をスタートさせました。（関連記事２㌻）
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　川口保育所（高村真木子所長、園児 73 人）は
５月 25 日、同園内にある「なかよし菜園」で野
菜の種まきや苗植えを行いました。サツマイモや
トマトなど、12種類の野菜を植え、「おおきくな
～れ！」と畑仕事を終えた両手を広げておまじな
い。新鮮な野菜の収穫を心待ちにしています。

令和２年
6
2020いわてまちIwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper No.732

019012-01[1-20]No.732Ｒ02-06.indd   1 2020/05/28   13:25

　沼宮内中の１年生は５月 28 日、田植え体験を
実施し、ＧＰＳを搭載した最新式の田植機での田
植えや手作業での田植えを体験しました。はじめ
て田植えを体験する生徒もいる中、田んぼの泥で
顔をペイントする生徒の姿も。田んぼの感触を肌
で感じる農作業体験です。
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　一方井保育所のブルーベリー摘み遠足は７月17日、
中田地区の千葉農園で行われました。参加した園児は
元気いっぱいに農場を駆け回り、旬の果実を味わいな
がら摘み取りました。（関連記事 16㌻）
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さ
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健
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沼
宮
内
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１
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門
出
を
祝
う（
プ
ラ
ザ
あ
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京
五
輪
に
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す
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド

と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
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同
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イ
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岩
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わ
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ネ
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催
。
屋
外
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示
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に
約
６
万

個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置（
石
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の
丘
美
術
館
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、小
中
学
校
が
一
斉
休
校
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が
相
次

ぐ（
町
内
全
域
）

町
内
小
中
学
校
で
卒
業
式
。
希
望
を
胸

に
２
１
１
人
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新
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ス
テ
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ジ
へ

（
各
小
中
学
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町
内
６
つ
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中
学
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７
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感
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大
防
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。
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ふ
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と
振
興
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満
了
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伴
う
町
議
会
議
員
選
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が

行
わ
れ
、14
人
の
新
議
員
が
決
定（
町
内

全
域
）

内
閣
府
が
定
め
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」に
選
定
さ
れ
る
。
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
任
命
が

行
わ
れ
、10
人
の
農
業
委
員
が
決
定
。

16
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

委
嘱
を
受
け
る（
町
内
全
域
）

石
神
の
丘
美
術
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
屋
外
展
示
場
を
大
規
模
改

修
し
、「
花
と
ア
ー
ト
の
森
」と
し
て
公

開
開
始（
石
神
の
丘
美
術
館
）

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業（
光
回

線
整
備
）交
付
決
定
。
10
月
よ
り
町
内

全
域
で
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
整

備
工
事
が
ス
タ
ー
ト（
町
内
全
域
）

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
を
実
施

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。
五
日
市
地

区
を
中
心
に
地
域
の
安
全
を
守
る
意
識

を
高
め
る（
五
日
市
地
区
）

第
52
回
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会
を
開

催
。
町
内
６
つ
の
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
歌
声
を
披
露（
森
の
ア
リ
ー
ナ
）

令
和
２
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰
式
が
行

わ
れ
、４
個
人
、３
団
体
が
表
彰
を
受
賞

（
役
場
会
議
室
）

岩手町長
佐々木 光司
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
世
界
中
が

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
未
曾
有
の
大
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
全
て
の
皆
様
に

と
っ
て
本
年
が
希
望
に
あ
ふ
れ

る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
岩
手
町
が

内
閣
府
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ
、
こ
れ
に
関
連
し

た
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、

待
望
の
光
フ
ァ
イ
バ
な
ど
の
通

信
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
が
町
内

全
域
で
始
ま
る
な
ど
、
将
来
に

向
け
て
重
要
な
布
石
を
置
い
た

年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
通
信

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
畜
産
業
の
振
興
や

教
育
、
保
健
福
祉
、
医
療
な
ど

生
活
に
直
結
し
た
も
の
か
ら
、

空
き
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舎
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利
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、
移
住
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住
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業
誘
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に
至
る
ま
で
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将
来
に
向
け
て
大
き
な
可
能
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開
い
て
く
れ
ま
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。

　

ま
た
、「
リ
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グ
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」

と
い
う
産
業
、
教
育
、
行
政
、

民
間
企
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が
連
携
し
て
行
う
社

会
的
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森
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く
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で
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り
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し
た
。
本
年
は
具
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的

な
プ
ロ
ジ
ェ
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立
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上
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と
駒
を
進
め
、
こ
の
よ
う
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共
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の
ま
ち
づ
く
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の
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を
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な
が
ら
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の
強
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ら

に
磨
き
上
げ
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ま
い
り
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す
。

　

私
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ま
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く
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戦
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農
林
畜
産
業
の
振
興
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人
材
育
成
と
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育
の
ま
ち
づ

く
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高
齢
者
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障
が
い
者

な
ど
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
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大
政
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的
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効
果
的
に
、
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
展
開
さ
せ
大
き
な
経
済
循

環
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
想
い

が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
取
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組
み
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通
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イ
ン
フ
ラ
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に
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て
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え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

本
年
は
４
月
か
ら
新
し
い
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、「
地
域
へ
の
愛
着
・
誇
り

の
醸
成
」、「
ま
ち
づ
く
り
の
ブ

ラ
ン
ド
化
」、「
持
続
可
能
性
の

追
求
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

に
、
人
口
減
少
の
中
で
も
活
力

と
潤
い
が
あ
り
、
次
世
代
に
受

け
継
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
も

子
育
て
環
境
の
整
備
や
教
育
の

充
実
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
開
催
さ
れ
る
東

京
五
輪
で
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

で
町
出
身
の
五
輪
選
手
誕
生
が

期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

応
援
し
、
交
流
を
深
め
て
五
輪

を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
で

き
る
限
り
の
対
応
を
し
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
の
で
、
町
政
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

共
創
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
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令
和
２
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰

式
は
昨
年
の
12
月
７
日
、
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
勢
功

労
表
彰
と
し
て
松
本
栄
さ
ん
、
横

沢
孝
一
さ
ん
、町
椎
茸
生
産
組
合
、

み
な
み
よ
〜
と
ん
株
式
会
社
を
表

彰
。
善
行
表
彰
と
し
て
西
野
康
造

さ
ん
、
特
別
表
彰
と
し
て
山
中
義

一
さ
ん
と
株
式
会
社
肉
の
ふ
が
ね

を
表
彰
し
ま
し
た
。
席
上
で
は
、

佐
々
木
光
司
町
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
松
本
栄
さ
ん
は
「
耕

畜
連
携
や
地
域
循
環
型
農
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
思
い
出
深

い
。
農
業
の
家
族
経
営
協
定
を
通

じ
て
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
考
え
て
き
た
。
全
国
や
海

外
の
や
り
方
を
参
考
に
、
町
の
農

業
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
」
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
り
未
来
を
見
据
え
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰

４
個
人
３
団
体
を
表
彰

４
個
人
３
団
体
を
表
彰

受賞者の紹介

【受賞者】（左から）株式会社肉のふがねの府金伸治代表取締役、山中義一さん、町椎茸生産組合の苅宿誠人監事、松本栄さん、
横沢孝一さん、みなみよ～とん株式会社の佐藤守代表取締役会長

　付加価値を高めた食肉加工品の
販売に力を注ぎ、生ハム「セシー
ナ」でにっぽんの宝物ＪＡＰＡＮ
グランプリ2019でグランプリを
受賞しました。

12 人に表彰状を贈呈
令和２年度 町体育協会表彰式

■受賞者（敬称略）
【体育功労賞】　▶久慈聖己（町体育協会）　▶遠藤勇治
（同）　▶丹野松雄（同）　▶菊地修平（沼宮内地区スポー
ツ協会）　▶佐々木正則（久保体育協会）　▶柳沢丹精（町
サッカー協会）
【優秀選手】　◆優秀賞　▶大畑征洋　第72回県民体育大
会スキー競技会成年男子Ａジャイアントスラローム第２
位、第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会成年男子
Ａ大回転競技出場　▶齋藤桃香　第72回県民体育大会ス
キー競技会成年女子Ａジャイアントスラローム第３位、
第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会成年女子Ａ大
回転競技出場　▶岩崎祐也　令和２年度Ｕ‐15ジュニア
ユースホッケー日本代表　▶堤楓太　同　▶福士真菜　
同　▶佐藤真穂　同

　町体育協会（中村司会長）は昨年の12月17日、同協会表彰式
を行い、町のスポーツ振興に寄与した功績や各種大会で優秀
な成績を収めた12人に表彰状を贈りました。

　令和２年度永年勤続従業員表彰岩手町長
表彰状授与式は昨年の 11 月 30 日、役場町
長室で行われ、町内の事業所に 35 年以上
勤務する三浦明年さんに佐々木光司町長か
ら感謝状が手渡されました。
◆町商工会永年勤続表彰　三浦明年（セヨ
シサイクル）　

35 年以上の勤続者を表彰
町商工会永年勤続従業員表彰

36年の長きにわたり町内事業所に勤続し、町の商工業の発展を支えた三浦明年さん（写
真中央）と表彰式に出席した関係者の皆さん

　石神の丘美術館屋外展示場リ
ニューアルに伴い、自身の美術作
品「Swing in the Air 2020」を町
に寄贈。美術館の魅力向上に大き
く貢献しました。

　林業の機械化で安全性や生産性
の向上を図り、他の模範となる林
業経営が高く評価され、全国林業
経営推奨行事で農林水産大臣賞を
受賞しました。

　長年にわたり町内原木シイタケ
の生産、流通、組合員の生産技術向
上や育成を図り、特用林産物の販
売拡大など、産業振興に大きく貢
献しました。

　長年にわたり林業に従事し、資
源の循環利用や持続的な林業経営
に取り組み、若者の雇用創出、地域
林業の技術向上に尽力。地域の林
業振興に大きく貢献しました。

松本 栄（69）＝新田＝

　長年にわたり町認定農業者協議
会の会長として家族経営協定締結
や耕畜連携の推進に尽力。農用地
の集積を図り、地域農業の発展に
大きく貢献しました。

令和２年度町勢功労等表彰受賞者を紹介します。（順不同、敬称略）

　町内の耕畜連携事業の中核を担
い、環境保全に取り組み、食の安全
や労働環境の整備、雇用創出、学校
給食への豚肉提供など地域産業と
経済振興に貢献しました。

【受賞者】（前列左から）遠藤勇治さん、久慈聖己さん、中村司町体育協会長、
佐藤卓教育長、丹野松雄さん、佐々木正則さん
（後列左から）岩崎祐也さん、堤楓太さん、佐藤真穂さん、福士真菜さん

森林管理や林業発展に寄与
第 59回農林水産祭

　公益財団法人大日本山林会が主催する第59回農林水産
祭参加全国林業経営推奨行事は昨年の11月７日に行われ、
山中義一さんが農林水産大臣賞を受賞しました。

長年にわたる確実な納税・申告
令和２年度 納税表彰

　令和２年度納税表彰は昨年の11月30日、町商工会館で行
われ、町青色申告会の副会長を務める西田拓広さんが盛
岡税務署長表彰を受賞しました。

農
林
水
産
大
臣
賞

山
中 

義
一（
63
）＝
曲
り
＝

盛
岡
税
務
署
長
表
彰

西
田 

拓
広（
64
）＝
柳
橋
＝

松本 栄（69）＝新田＝
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝横沢 孝一（71）＝下五日市＝
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝町椎茸生産組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝みなみよ～とん株式会社
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝西野 康造（69）＝京都府＝
善行表彰

松本 栄（69）＝新田＝山中 義一（63）＝曲り＝
特別表彰

株式会社株式会社　肉のふがね
特別表彰
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▽町ラボ「農業×ＳＤＧｓ」
スマート農業や農業と福祉の連携など、持続可
能な農業のあり方をＳＤＧｓの観点から磨き上
げ、農業を軸に産業の連携を深めて新たな担い
手や支え手を増やしていきます。
▽町ラボ「健康・スポーツ×ＳＤＧｓ」
身体的、精神的、社会的に健康な暮らしを営ん
でいくために必要なことは何か、健康づくりと
まちづくりの実現を探ります。
▽町ラボ「森林・ものづくり×ＳＤＧｓ」
豊かな森林は持続可能なまちづくりのための貴
重な財産。地球の環境保護や防災につながる森
林・ものづくりのあり方を探ります。
▽地域エネルギーラボ
地球環境を守るため世界各地で「温室効果ガス
排出ゼロ」を目指す動きが広がっています。再
生可能エネルギーを地域で循環、エネルギーで
稼ぐまちを共に考えていきましょう。

SDGs 未来都市
共創プロジェクト共創プロジェクト

※リビングラボとは…日常生活や暮らしの
問題、社会課題の解決を目指す活動のこと。
町で取り組む「リビングラボ」は住んでいる
人の目線で、日常生活をより良いものにして
いくプロジェクトを考える場です。

　岩手町はＳＤＧｓ未来都市に選定されたこと
を受け、持続可能な社会の実現に向けてプロ
ジェクトを推進しています。町のさまざまな分
野で未来を創造するためのプロジェクトを探る
リビングラボを開催し、まちづくりに皆さんの
意見を反映させて未来を共に創っていきます。

　

町
は
、
内
閣
府
か
ら
２
０
２
０

年
度
「
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と

し
て
選
定
さ
れ
、
世
界
中
で
取
り

組
む
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。「
岩
手
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
施
設
や
自
然
な
ど
、
町
全

体
と
企
業
や
学
校
、
研
究
機
関
、

そ
し
て
町
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を

深
め
て
未
来
を
創
造
す
る
取
り
組

み
を
推
進
。①
町
に
誇
り
を
持
ち
、

自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

よ
う
と
い
う
気
運
（
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
）
と
②
岩
手
町
な
ら
で
は

の
魅
力
や
価
値
を
作
り
上
げ
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

通
じ
た
姉
妹
都
市
連
携
の
３
つ
の

柱
を
軸
と
し
て
、
町
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
な
く
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
・
人
材
が
集
ま
る
よ
う

な
町
の
未
来
を
創
造
し
て
い
き
ま

す
。

　

町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
町

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
創
造
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
昨
年
の
12
月
５
日
、
岩
手

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
あ
い

で
行
わ
れ
、
町
や
社
会
全
体
の
未

来
に
つ
い
て
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
考

え
を
深
め
ま
し
た
。

　

林
業
や
観
光
分
野
で
活
躍
す
る

３
人
の
専
門
家
が
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
が
抱
え
る
問
題
や
明
る
い
未

来
へ
つ
な
が
る
他
市
町
村
の
取
り

組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
。
約
80
人

が
参
加
し
て
町
の
未
来
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。
進
行
役
を
町
政
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
町
井
則
雄
さ
ん

が
務
め
、
和
歌
山
県
有
田
川
町
な

ど
で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
プ
ラ

ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
取
締
役
の
有
井
安

仁
さ
ん
、
駒
沢
女
子
大
準
教
授
の

島
卓
さ
ん
、
林
野
庁
林
政
部
の

長
野
麻
子
さ
ん
が
各
分
野
で
地
域

を
活
性
化
す
る
事
例
を
紹
介
。
有

井
さ
ん
は
「
若
い
女
性
が
望
む
姿

を
実
現
で
き
た
ら
地
域
は
活
気
付

く
。
和
歌
山
県
で
は
閉
所
し
た
保

育
所
を
活
用
し
て
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
成
功
し
て
い
る
」
と
先
進
的

な
事
例
を
紹
介
し
、
長
野
さ
ん
は

「
広
大
な
森
林
は
地
域
の
活
力
に

つ
な
が
る
。
木
材
は
日
本
古
来
の

資
源
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
欠

か
せ
な
い
。
森
と
い
う
空
間
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み
が

魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と
町

の
森
林
が
持
つ
未
来
へ
の
可
能
性

に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

４
日
、
岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
あ
い
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
を
学
ぶ
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
中
小
企
業
家

同
友
会
の
菊
田
哲
事
務
局
長
を
講

師
に
迎
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。社
会
や
経
済
、

環
境
な
ど
に
与
え
る
影
響
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
捉
え
、
普
段
の
生
活
に
直
結
す

る
世
界
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能

な
未
来
の
世
界
を
実
現
す
る
た
め

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
普
段
の

生
活
の
中
で
女
性
の
目
線
で
意
識

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

町
内
の
女
性
団
体
で
組
織
す
る

町
女
性
団
体
連
絡
会
議
（
議
長
・

遠
藤
美
江
子
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
女
性

部
岩
手
支
部
長
）
は
昨
年
の
12
月

女
性
目
線
が
世
界
を
救
う

日
常
の
中
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

もっと知りたい！ＳＤＧｓ
各団体や公民館で学ぶ機会が増えています

12
月
13
日
に
行
わ
れ
た
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

町
ラ
ボ「
農
業
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
様
子

【問い合わせ】
役場みらい創造課政策推進係（役場２階④窓口）
☎ 62‐2111（内線 218）

　世界中で取り組む 17 項目の目標を掲げたＳＤＧｓは、理解す
ること、普段の生活の中で意識を持つことが大切です。自分にで
きることは何か、気軽に取り組めることは何か考えてみましょう。

　

沼
宮
内
公
民
館
（
福
士
悟
分
館

長
）
は
昨
年
の
12
月
７
日
、
町
役

場
み
ら
い
創
造
課
の
職
員
を
講
師

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
40
人
の

地
域
の
皆
さ
ん
が
来
場
。
講
師
を

務
め
た
同
課
の
越
戸
沢
友
樹
主
査

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
分
か
り
や

す
く
解
説
。
さ
ら
に
、
町
が
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
「
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
」
や
内
閣
府
か
ら
選
定
を
受
け

た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し

て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

今
後
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
を
深
め
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

公
民
館
で
も
学
び
深
め
る

世界を取り巻く環境を学びながら自分たちに
できることへの考えを深める参加者の皆さん

世
界
中
で
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
学

び
を
深
め
る
講
座
の
様
子

SDGs 未来都市
いわてまち 町のミライとコレカラの社会

みんなで考えよう

×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
と

岩
手
町
の
未
来
の
姿

資
源
を
生
か
し
て

持
続
可
能
な
町
へ

「岩手町ＳＤＧｓ未来都市共創プロジェクト」の一環として町の未来と社会のこれからを考えようと開かれたフォーラムの様子
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申
告
の
際
は
、令
和
２
年
中
の

収
入
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る
も
の

が
必
要
で
す
。
事
業（
農
業
、営
業

な
ど
）、不
動
産
ま
た
は
山
林
の
業

務
に
よ
る
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

収
入
や
経
費
を
事
前
に
集
計
し
た

帳
簿
な
ど
を
持
参
の
上
、会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
大
変
混
み
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
売
り
上
げ
や

必
要
経
費
を
項
目
ご
と
に
集
計
し

て
い
な
い
場
合
は
申
告
受
付
を
お

除
の
ほ
か
に
控
除
を
追
加
・
修
正

す
る
人

　

ま
た
、令
和
２
年
中
に
収
入
が
な

か
っ
た
人
も
次
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
、町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

▼
本
人
ま
た
は
、同
一
世
帯
に
国
民

健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、介
護
保
険
な
ど
の
加
入
者
が
い

る
場
合（
申
告
内
容
が
保
険
料
な
ど

の
軽
減
判
定
の
た
め
に
必
要
で
す
）

▼
非
課
税
の
収
入（
障
害
年
金
、遺

族
年
金
、失
業
保
険
な
ど
）だ
け
を

受
給
し
て
い
る
場
合

▼
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書

が
必
要
な
場
合

　

開
催
日
程
は
、左
表
の
と
お
り

２
月
４
日（
木
）か
ら
３
月
15
日

（
月
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
、受
付

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
、午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、日
中
申
告
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
の
た
め
に
受
付
時
間
が
午

後
３
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

ま
で
の
夜
間
特
別
開
催
日
を
、ま

た
平
日
に
申
告
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
の
た
め
に
休
日
特
別
開
催

日
を
設
け
ま
す
。
申
告
が
必
要
な

人
は
、相
談
日
を
十
分
確
認
の
上
、

来
場
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
の
申
告
書
と
申
告
の
手

引
き
は
、全
世
帯
に
１
枚
ず
つ
送

付
し
て
い
ま
す
が
、申
告
書
の
枚

数
が
足
り
な
い
場
合
は
、コ
ピ
ー

し
て
使
用
い
た
だ
く
か
、追
加
送

付
し
ま
す
の
で
役
場
税
務
会
計
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ

た
人
や
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、盛
岡
税
務
署
が「
ア
イ
ー

ナ
」に
開
設
す
る
確
定
申
告
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場

合
は
、町
の
日
程
に
よ
ら
ず
申
告

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、家
族
の
申

告
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
・
県
民
税
、事
業
税
、所
得
税

の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

令
和
２
年
中
に
事
業
や
給
与
収

入
が
あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な

人
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
営
業
や
農
業
、不
動
産
、譲
渡
、配

当
、山
林
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

▼
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
給

与
以
外
に
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
退
職
な
ど
の
理
由
で
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
人

▼
公
的
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、年
金
以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
の
み
を
も
ら
っ
て
い

る
人
で
一
定
の
金
額
を
超
え
る
人

▼
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
控

申
告
納
税
相
談

申
告
が
必
要
な
人

申
告
書
と
手
引
き
を
送
付

会
場
は
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

特
定
の
人
は

盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で

◎令和３年申告納税相談（申告受付）の日程

月　日 曜日 会　場
対　象　地　区　な　ど

午前９時～午前11時30分 午後１時～午後３時30分
２月４日 木

町
総
合
開
発
セ
ン
タ

ー

【すべての地区】　年金収入・給与還付のみ

　　５日 金 　年金収入・給与還付のみ

　　８日 月 【水堀地区】　御堂新田・御堂・朽木林・北上・上横沢・下横沢・豊岡・笈の口

　　９日 火 　　　　　　前ケ沢・吉谷地・水堀・小山沢・尾呂部・川原木

  　10日 水 【川口地区】　岩崎・駅通・下町・山道

  　12日 金 　　　　　　上町・境田・二ツ森・草桁・芦田内・雪浦

  　15日 月 　　　　　　秋浦・高梨・野原・橋場・土滝・雨滝

     16日 火 【東部地区】　岩瀬張・北山形・南山形

  　17日 水 　　　　　　岩瀬張・北山形・南山形

  　18日 木 【一方井地区】　大股・今松・黒石

  　19日 金 　　　　　　　葉木田・上浮島・下浮島

  　22日 月 　　　　　　　一方井・新田・土川

24日 水 　　　　　　　上黒内・下黒内・中田

  　25日 木 　　　　　　　下鴫沢・上鴫沢・大森

  　26日 金 【全地区】夜間特別開催日（午後３時30分～７時30分）

  　28日 日 【全地区】　休日特別開催日

   ３月２日 火 【沼宮内地区】　城山・新町・民部田・柳橋・舘・久保

     ３日 水 　　　　　　　子抱団地・横田・半在家・落合・駅前・田中栄小路

  　 ４日 木 　上大町・下大町・上野口町・下野口町・新愛宕下・上愛宕下・下愛宕下・江刈内

　　５日 金 【全地区】夜間特別開催日（午後３時30分～７時30分）

  　８日 月 　上苗代沢・下苗代沢１・下苗代沢２・大坊

  　９日 火 　　　　　　　上五日市・下五日市・石神・犬袋・細沢・太田

　  10日 水 【全地区】　まだ申告をしていない人

  　11日 木 　まだ申告をしていない人

　  12日 金 　まだ申告をしていない人

15日 月 　まだ申告をしていない人

～盛岡税務署からのお知らせ～～盛岡税務署からのお知らせ～

　盛岡税務署では、次のとおり申告書作成会場を開設
します。所得税、消費税、贈与税の申告が必要な人は利
用ください。なお、盛岡税務署内には申告書作成会場
はありませんので注意ください。また、申告書にはマ
イナンバーの記載が必要です。本人のマイナンバーと
身元確認ができる書類を準備してください。
【期間】　２月８日㈪～３月15日㈪
　　　　※土日祝日は除く。ただし、２月21日㈰と２月28日㈰は開設
【時間】　午前９時～午後４時
【会場】　盛岡市「アイーナ」

　青色申告とは、事業所得や不動産所得に関する取引
を所定の帳簿に記載し、正しい申告をすることで、税金
面で有利な特典を受けることができる制度です。

《青色申告の主な特典》
・青色申告特別控除　記帳の方式により最高65万円の
適用を受けることができます
・青色事業専従者給与の必要経費算入　事業専従者に
支払う給与について、その支払った金額を必要経費に
算入することができます
・純損失の繰越しと繰戻し　事業の損失の金額を翌年
以降３年間の所得から差し引いたり、損失額を前年分
の所得に繰り戻したりして控除することができます

《青色申告をするためには》
　青色申告を始めようとする年の３月15日まで（その
年の１月16日以降、新たに事業を開始した場合は事業
開始から２カ月以内）に「所得税の青色申告承認申請
書」を、税務署に提出してください。申請書は国税庁
ホームページ（http://www.nta.go.jp）からダウンロー
ドできるほか、税務署の窓口にも用意しています。

●所得税、贈与税などの申告は「アイーナ」で●所得税、贈与税などの申告は「アイーナ」で

●はじめてみませんか？青色申告！●はじめてみませんか？青色申告！

●ホームページでの作成、●ホームページでの作成、e-Tax のお勧めe-Tax のお勧め

２月4日㈭
３月15日㈪

～

 役場税務会計課 課税資産係
　  ☎ 62-2111 内線 523

●税務署から「確定申告のお知らせ」はがきが届いている場合
　は、そのはがき
　※所得税の納付がある人で、新規に口座振替を希望する人は
　　通帳の届出印
●源泉徴収票（給与所得者・公的年金受給者）
●収支内訳書や諸帳簿（営業、農業、不動産などの事業所得者）
●各種控除の内容が分かるもの
　・医療費控除…医療費控除の明細書（今年の申告から添付が
　　義務となります。事前に記載してください）
　 ・社会保険料控除…国保税の領収書、国民年金の支払い証明
　　書など
　・生命保険料控除…支払保険料の証明書
　・地震保険料控除…支払保険料の証明書
　・障害者控除…障害者手帳や障害者控除対象認定書など
　・その他各種控除に必要なもの
●本人名義の口座番号がわかるもの（還付申告者）
●マイナンバーカード、またはマイナンバー通知カードと身分
　確認ができるもの（運転免許証など）

《申告に必要なもの》

 盛岡税務署  019-622-6141 　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」で作成し、郵送などでも提出できます。
▶確定申告期間中は24時間いつでも利用可能　▶自動
計算機能により、計算誤りのない申告書などを作成可
能　▶申告書データを保存し、翌年の申告でも利用可
能―などの利点があります。
　また、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用
するとさらに便利です。詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp）、e-Taxホームページ（http://
www.e-tax.nta.go.jp)をご覧ください。 断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、全
て
の
事
業
者
は
確
定

申
告
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、記
帳
・

帳
簿
書
類
の
作
成
と
保
存
が
必
要

で
す
。
記
帳
・
帳
簿
保
存
制
度
の

詳
し
い
内
容
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、来
場
す
る

際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
会
場
設
置
の
消
毒
液
で
手

指
消
毒
と
会
場
入
り
口
で
の
検
温

に
協
力
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

※令和２年中とは、令和２年1月１日から令和２年12月31日のことです
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

いつか
どこかで

ショートケーキが大好き
　「見た目も素敵でおいしいケーキを作ってお客
さんに喜んでもらいたい」と将来を夢見る麗菜さ
ん。「甘いものが大好き。特にショートケーキが
好き。将来はデザインにもこだわったおしゃれな
ケーキを作れるようになりたい」と思いを語りま
す。学校では、苦手な算数の図形の問題や国語の
文章問題を克服するために勉強に励んでいる麗菜
さん。三学期に始まるスキー学習に向け「止まっ
たり曲がったりする動きを練習して上手く滑れる
ようになりたい」と意気込みます。

（一方井小5年）（一方井小5年）松
ま つ も と

本 麗
れ い な

菜 さん

Smile
Babies

No.375

My Dream

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

三浦悠暉さんの長女

三
み う ら

浦 碧
あ お

桜ちゃん（鴫沢）

笑顔いっぱい、
健やかに育ってね！

竹花敬之さんの長女

竹
たけはな

花 璃
り ず

珠ちゃん（愛宕下）

毎日笑顔をありがとう。

　

沼
宮
内
公
民
館（
福
士
悟
分
館

長
）が
主
催
す
る
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り
体
験
教
室
は
昨
年
の
12

月
20
日
、同
公
民
館
で
10
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
手
掛
け
る

コ
コ
ロ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
代
表
が
講

師
を
務
め
た
同
教
室
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
色
と
り
ど
り
の
飾
り
を
キ
ャ
ン

ド
ル
の
中
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
な
が

ら
思
い
思
い
の
飾
り
つ
け
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、耐
熱

性
の
容
器
に
飾
り
付
け
を
施
し

て
、色
付
け
や
香
り
付
け
な
ど
を

し
た
ジ
ェ
ル
ワ
ッ
ク
ス
を
流
し
込

ん
で
作
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の
一
種
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
穏
や
か
な
炎
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
華
や
か
な

飾
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。
同
教
室
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、器
用
に
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
飾
り
付
け
な
が
ら
好
み
の

色
を
付
け
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
灯
し
生
活
に
彩
り

手
作
り
の
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

Topics
01

岩舘翔さんの長男

岩
いわだて

舘 桐
き り と

永くん（半在家）

元気にすくすく
育ってね。

板垣光貴さんの次女

板
いたがき

垣 光
ひ か り

莉ちゃん（橋場）

元気に明るく育ってね。

㊤ジェルキャンドル作り
に参加した皆さん　㊦ド
ライフラワーなどをき
れいに飾り付け、ジェル
キャンドル作りに取り組
みました

　

２
０
２
０
年
度
の
ホ
ッ
ケ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス（
15
歳
以
下
）日

本
代
表
候
補
の
メ
ン
バ
ー
に
男
女

合
わ
せ
て
４
人
の
選
手
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
沼
宮

内
中
３
年
の
岩
崎
祐
也
さ
ん
、福

士
真
菜
さ
ん
、川
口
中
３
年
の
堤

楓
太
さ
ん
、佐
藤
真
穂
さ
ん
の
４

人
。
全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
男
女

各
30
人
の
選
手
ら
は
昨
年
の
12
月

５
、６
日
の
２
日
間
、東
京
都
大
井

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
に
出
場
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
が
開

催
さ
れ
る
同
競
技
場
で
行
わ
れ
た

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
は
男
女
と
も
に

２
試
合
を
実
施
。
選
ば
れ
た
メ
ン

バ
ー
は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

互
い
の
技
術
や
体
力
を
高
め
合
い

な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

同
代
表
は
例
年
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
へ
の
遠
征
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
受
け
、海
外
遠
征
を

中
止
し
て
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
を
開

催
し
ま
し
た
。

15歳以下のホッケー日本代表候補に選出された左から岩崎祐也さん、
堤楓太さん、佐藤真穂さん、福士真菜さん

Topics
02
ホッケーの日本代表に選出
４人の精鋭が日の丸背負う

　駅員として主に盛岡駅に勤務し、月に数回いわて沼宮内駅にも勤務する優香さ
んは、就職してもうすぐ１年のフレッシュウーマン。乗降客など駅を利用する人
に目を配り、わかりやすい案内を心掛けながら窓口や改札での業務をこなします。
「中学生の頃に運転士に憧れ、ＩＧＲいわて銀河鉄道に入社しました。和やかな
雰囲気の職場ですよ」とほほ笑みます。自身も、高校時代に通学でＩＧＲいわて
銀河鉄道を利用していたという優香さん。休日には家にいる猫と遊んだり、のん
びりと過ごすことが多いそう。「少しずつ仕事に慣れてきましたが、まだまだ覚
えることが多いです」と憧れの運転士を目指して仕事に励みます。

ヤ ン グ

散歩【プロフィル】　
盛岡大付高を卒業後、令和２年４月にＩＧＲいわて銀河
鉄道に就職し、盛岡駅やいわて沼宮内駅などに勤務。血
液型Ｏ型、みずがめ座

高
た か は し

橋 優
ゆ う か

香さん（18）
＝盛岡市＝

運転士に憧れています

№ 354

遠藤勇治さんの長女

遠
えんどう

藤 彩
い ろ は

心ちゃん（中田）

笑顔で元気に育ってね。

大下直初さんの孫

大
おおした

下 暖
だん

くん（五日市）

健康にすくすく
育ってね！

林和希さんの長男

林
はやし

 陽
は る と

斗くん（苗代沢）

元気いっぱいの
優しい子になってね。
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を
優
先
し
、健
康
状
態
に
つ
い
て

慎
重
に
確
認
し
た
上
で
、４
０
０

㍉
㍑
献
血
の
実
施
に
つ
い
て
、理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

献
血
に
協
力
い
た
だ
い
た
人
に

は
、健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
に
、血
液
に
関
す
る
検

査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
若
い
世
代
を
は

じ
め
、皆
さ
ん
の
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
血
液
は
、た
と
え

血
液
型
が
同
じ
で
も
微
妙
に
異
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、輸
血

を
受
け
る
患
者
に
と
っ
て
な
る
べ

く
少
数
の
献
血
者
の
血
液
を
使
用

す
る
こ
と
で
輸
血
に
よ
る
副
作
用

発
生
の
危
険
性
が
低
下
し
、体
へ

の
負
担
が
軽
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
４
０
０
㍉
㍑
献
血
は
、

輸
血
を
受
け
る
患
者
に
と
っ
て
、

よ
り
安
全
な
献
血
方
法
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

献
血
を
申
し
込
ん
だ
人
の
意
思

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　☎ 62-2111［内線565］へ
健康・福祉情報

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（１月）
脳神経外科
※要予約 12 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

４、 ８、15、
18、22、25、
29日

12:30 ～
14:30

小児科 ８、22 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 12、26 日 13:00 ～
15:30

整形外科 15 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

１月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

７（日）佐藤整形外科クリニック
11（木）沼宮内地域診療センター

２月

休日当番医 【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
１（金）さわやかクリニック
２（土）沼宮内地域診療センター
３（日）佐々木医院
10（日）佐渡医院
11（月）岩手沼宮内クリニック
17（日）塚谷医院
24（日）さわやかクリニック
31（日）北上脳神経外科クリニック

医 療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
　夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所を利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　☎ 019-654-1080）
　日中の診療時間に受診できる人は、なるべく日中の時間内に受診　
　しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急患
　診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受け
　入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019-637-3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019-647-2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
1/1
中央

2
中央

3
国立

4
中央

5
日赤

6
国立

7
中央

8
中央

9
日赤

10
中央

11
中央

12
日赤

13
国立

14
中央

15
日赤

16
国立

17
中央

18
日赤

19
中央

20
国立

21
日赤

22
中央

23
中央

24
日赤

25
中央

26
国立

27
中央

28
日赤

29
中央

30
日赤

31
中央

2/1
中央

2
日赤

3
国立

4
中央

5
日赤

6
国立

　

献
血
は
、病
気
や
け
が
で
輸
血

な
ど
を
必
要
と
す
る
患
者
の
た
め

に
、自
分
の
血
液
を
自
発
的
か
つ

無
償
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
毎

日
、病
気
や
け
が
で
約
３
千
人
が

血
液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
近

年
献
血
者
数
は
減
少
す
る
傾
向
に

あ
る
一
方
で
、病
気
な
ど
で
輸
血

を
必
要
と
す
る
人
の
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
安
全
性
の
高
い
輸
血

用
血
液
製
剤
を
安
定
し
て
供
給
す

る
輸
血
医
療
を
支
え
て
い
る
の

が
、皆
さ
ん
の
善
意
で
成
り
立
っ

て
い
る
献
血
で
す
。
生
命
を
維
持

す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を

し
て
い
る
血
液
は
、生
き
て
い
る

細
胞
で
科
学
が
進
歩
し
た
今
日
で

も
、人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、長
期
保
存
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で

も
十
分
確
保
し
て
お
く
に
は
、絶

え
ず
皆
さ
ん
か
ら
献
血
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
皆

さ
ん
の
善
意
の
献
血
に
よ
っ
て
、

多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ

て
い
ま
す
。
献
血
は
命
を
つ
な
ぐ

命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
な
た
の
善
意
で
救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す

大
切
な
命
を
献
血
で
つ
な
ぐ
！

■盛岡いのちの電話☎ 019-654-7575（正午～午後 9時、日曜日の
み午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター☎ 019-622-6955（午
前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康福祉課☎ 0195-62-2111（内
線 565）

一人で悩まず相談ください

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、交際相
手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなどの相談を受け付
けています。

左のQRコードからも
当番病院を確認できます

す
。
検
査
は
、血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
総
タ
ン
パ
ク
を
は
じ

め
、７
項
目
の「
生
化
学
検
査
成

績
」と
、８
項
目
の「
血
球
計
数
検

査
成
績
」を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
関
連
の
検
査
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
検
査
の
結
果
は
通

知
を
希
望
し
た
人
が
対
象
で
、献

血
後
２
週
間
程
度
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る「
は

た
ち
」の
若
者
を
中
心
に
、献
血
へ

の
理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
る「
は

た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
２

月
28
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

冬
期
は
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、献
血
協
力
者

が
減
少
す
る
時
期
で
す
。
輸
血
用

血
液
の
安
定
供
給
の
た
め
、一
人
で

も
多
く
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で

す
。
新
た
に
成
人
を
迎
え
た
二
十

歳
の
若
者
を
は
じ
め
と
し
た
町
の

皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
献
血
予
定
】

▽
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
岩
手
支
所　

３

月
24
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▽
岩
手
町
役
場　

同
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　

※
盛
岡
市
の
も
り
お
か
献
血
ル
ー

ム
メ
ル
シ
ー
で
も
献
血
で
き
ま
す

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
推
進

定
期
的
な
献
血
で
健
康
管
理

　・　　健康福祉課子育て支援係　・　　健康福祉課子育て支援係
　　　　　　　　  62-2111内線566,567 62-2111内線566,567学童保育クラブ　令和３年度の入所受付開始学童保育クラブ　令和３年度の入所受付開始

【町内の学童保育クラブ一覧】
クラブ名 定員 実施場所 申込書提出先 問い合わせ先

川口学童保育クラブ 30人 川口保育所
役場健康福祉課
子育て支援係
または各クラブ

川口保育所 65‐2131
第２川口学童保育クラブ 30人 川口社会体育館

沼宮内児童館
62‐2059

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館
一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター
水堀学童保育クラブ 20人 旧水堀小学校
城山学童クラブ 30人 城山保育園 城山保育園 62-2083
岩手中央児童クラブ 30人 岩手中央幼稚園 岩手中央幼稚園 62-3304

【申し込み対象者】　小学校１～６年生まで（城山学童ク
ラブは３年生まで）の児童。日中、父母や祖父母などが
在宅する家庭の児童は登録できません
【申し込み方法】　役場健康福祉課または各学童保育クラ
ブへ備え付けの申込書に記入の上、提出ください
【受付期間】　１月15日（金）～２月15日（月）

【費用】　保育料は町が負担します。ただし、おやつ代や
教材費などは保護者の負担となります。金額は各クラブ
により異なります
【利用時間】　○平日　下校時～午後７時　○土曜日・学
校休業日・長期休業日など　午前７時30分～午後７時
【休館日】　日曜日、祝日、国民の休日、年末年始など

※定員を超える申し込みがあった場合には、ほかの学童保育クラブへの調整を行いますのでご了承ください。

若
い
世
代
の
献
血
協
力
を
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ま
ち
の
文
芸

町立図書館 ☎62-2877

俳
句

短
歌

新着図書

ク
リ
ス
マ
ス
今
年
寂
し
く
２
人
呑
み　
　
　
　
　

伊
藤　

正
信

里
山
は
首
を
竦
め
て
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

金
作

作
業
な
き
男
等
納
屋
の
ス
ト
ー
ブ
に　
　
　
　
　

遠
藤　

初
枝

寒
暁
の
雲
間
に
あ
り
し
白
き
月　
　
　
　
　
　
　

昆
野　

功
夫

柏
手
の
余
韻
聞
き
入
る
寒
さ
か
な　
　
　
　
　
　

志
田　

悦
朗

コ
ロ
ナ
禍
に
耐
へ
し
褒
美
の
句
座
納　
　
　
　
　

向
井　

梅
子

冬
ざ
れ
や
生
き
と
し
生
を
疑
は
ず　
　
　
　
　
　

山
口　

國
男

手
の
ひ
ら
に
舞
い
散
る
雪
の
は
か
な
さ
よ　
　

十
和
田
テ
ツ
子

毎
朝
の
着
替
え
手
伝
う
母
の
腕
伸
ば
せ
ど
す
ぐ

に
固
く
な
り
ゆ
く 

　
　
　
　

葭
原　

章
子

初
雪
を
踏
み
し
め
歩
く
子
抱
山
見
上
ぐ
る
空
を

白
鳥
光
る 

　
　
　
　

愛
木
タ
エ
子

初
雪
を
喜
ぶ
孫
等
と
散
歩
に
て
展
望
台
よ
り
電

車
を
眺
む 

　
　
　
　

伊
藤　

正
信

ベ
レ
ー
帽
の
似
合
ひ
し
義ち

ち父
は
百
六
年
生
き
て

静
か
に
人
生
を
終
ふ 

　
　
　
　

岩
舘　

カ
ツ

山
の
風
静
か
に
な
が
れ
冬
空
の
晴
れ
の
つ
づ
き

に
一
条
の
雲 

　
　
　
　

昆
野　

功
夫

姫
神
の
山
頂
に
来
て
湯
を
沸
か
し
夫
と
語
り
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
む 

　
　
　
　

瀬
川　

浩
美

雪
降
り
て
静
か
な
夜
を
迎
へ
を
り
音
楽
き
き
て

一
日
終
え
り 

　
　
　
　

橋
本　

千
代

雪
降
れ
ば
残
り
し
菊
を
切
り
集
め
庭
の
花
だ
ん

の
整
理
を
し
た
り 

　
　
　

五
十
地
キ
ミ
子

見
あ
ぐ
る
に
三
た
び
の
雪
の
岩
手
山
颪お

ろ
しせ
か
せ

る
気
も
か
ら
だ
を
も 

　
　
　
　

志
田　

悦
朗

　
　物
忘
れ
を
齢
の
所せ

い為
と
逃
ぐ
る
癖
術
な
き
ま
ま

に
年
の
暮
れ
ゆ
く 

　
　
　
　

山
口　

國
男

い
く
つ
か
の
危
機
を
き
り
ぬ
け
今
が
あ
る　
　
　

久
慈　

正
和

コ
ロ
ナ
禍
の
予
防
効
か
な
い
日
が
続
き　
　
　
　

鍋
倉
る
み
こ

昭
和
史
に
ふ
れ
る
と
危
機
の
き
の
こ
雲　
　
　
　

佐
藤　

小
草

コ
ロ
ナ
禍
を
用
心
ぶ
か
く
生
き
て
行
く　
　
　
　

土
橋
は
つ
お

人
類
の
危
機
原
発
と
温
暖
化　
　
　
　
　
　
　
　

馬
渕　
　

草

渓
流
釣
り
熊
我
の
脇
突
進
す　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

満
子

天
秤
に
医
療
と
経
済
コ
ロ
ナ
危
機　
　
　
　
　
　

山
口　

國
男

席
題「
危
機
」　
鍋
倉
る
み
こ　

選

図書館図書館だよりだより
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【開館時間】　午前９時～午後６時
※赤マスの日は、休館日です。

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

冬の狩人 大沢　在昌
銀の夜 角田　光代
誘拐ファミリー 新堂　冬樹
聖女か悪女 真梨　幸子
白日 月村　了衛

エッセイ
たべる生活 群　ようこ
寂聴残された日々 瀬戸内　寂聴
ガラスの50代 酒井　順子

児童絵本

なにかがいる 佐藤　雅彦
こうさぎたちのクリスマス エイドリアン・アダムズ
ルドルフ　赤い鼻のトナカイ アントニオ・Ｈ・カパロ
みかんおいしくなーれ 矢野　アケミ

児童読み物
おしりたんてい⑩おしりたんていのこい！？ トロル
ねこの町の小学校　たのしいえんそく 小手鞠　るい

児童実用書
子どものためのスポーツ食トレ 亀井　明子
会えるかも！？妖怪ずかん よしなが　こうたく

コーヒーのある暮らしごちそう煮たまご フレンチトーストと
パン料理

日本のあかるい
ニュース

　

いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

動画の制作にもチャレンジ
～町の魅力を発信します～

Vol.
35

「こびる」とは農作業の合間の休憩
や軽食という意味。農業が盛んな町の広
報紙として、休憩時間に気軽に読んでも
らえるような心温まるコーナーになって
ほしいという思いを込めてタイトルを
「KOBIRUじかん」と名付けました。

　明けましておめでとうございます。はじめまして、
町地域おこし協力隊「しごとクリエイター」の老松弘
行と申します。昨年の 10月に着任し、早くも３カ月
が経ちました。岩手町に来てからは、新しく動画制作
に挑戦し、まだまだ分からないところが多い編集作業
との格闘の日々です。
　11月８日から 14日まで行われたオンラインイベ
ント「いわて移住Ｗｅｅｋ」で、私が制作した岩手町
ＰＲ動画を使っていただき、大変感謝しています。県

内全ての 33市町村、33の企業の動画の中で、視聴
回数が釜石市、山田町に続いて３番目に多く、微力な
がら町のＰＲに貢献できたのではないかとホッとして
います。動画は町公式の You Tube で視聴できます
ので、ぜひご覧ください。皆様の感想などを聞かせて
もらえるとうれしいです。
　今後は、「岩手町地域おこし協力隊 You Tube」を
開設し、他の地域にはない町の魅力を発信していきた
いと思っています。

冬の〈花とアートの森〉の様子。季節ごとに全く違う表情を見せるのも
この場所の魅力の１つです

今月は老松が
担当します

副鼻腔炎
耳鼻科の名医が教える
最高の治し方大全

シンプルケアで
健康肌を手にいれる
お肌の教科書
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多重債務相談に応じます
■東北財務局盛岡財務事務所

　東北財務局盛岡財務事務所は、
自らの収入で返済しきれないほど
の借金を抱え、お悩みの人からの
相談に応じています。
【相談電話】　☎019‐622‐1637
【受付時間】　月～金曜日（祝日、年
末年始除く）午前８時30分～午後
４時30分
　東北財務局盛岡財務事務所

（盛岡市内丸７‐25盛岡合同庁舎
４階）　☎019‐625‐3353

みんなで未来を考えよう
■まちづくり懇談会

　町は令和３年度から10年間にわ
たる町政の方針となる「町総合計
画」の策定を進めています。
　その内容を町の皆さんに説明
し、理解を深めていただくために
町内４会場で「まちづくり懇談会」
を開催します。どなたでも参加で
きますので、気軽に来場ください。
【内容】　町総合計画の説明など
【日時と場所】　
▽１月26日（火）　北山形公民館
▽27日（水）　一方井公民館　
▽28日（木）　プラザあい　
▽29日（金）　川口公民館　
※全会場共通で午後７時開始
【来場する人へのお願い】　新型
コロナウイルス感染症対策のた
め、マスクを着用して来場くださ
い。また、会場に手指消毒用のア
ルコールを準備します
　役場企画商工課企画広報係

　☎62‐2111（内線216、228）

防災とボランティア週間
■盛岡中央消防署岩手分署

　阪神淡路大震災が発生した１月
17日（日）は「防災とボランティア
の日」、15日（金）から21日（木）ま
では「防災とボランティア週間」で
す。同震災や東日本大震災では、
地域住民による防災活動やボラン
ティアによる支援が有効なことを
貴重な教訓として残しました。こ
の機会に家族や地域の人たちと話
し合い、災害への備えを充実・強
化しましょう。
　また、１月26日（火）は「文化財防
火デー」です。国民の財産である
文化財を火災から守り、次の世代
に引き継ぎましょう。
　なお、盛岡中央消防署岩手分署
では、事業所や各地域の集会所な
どで防災講習会を開催していま
す。講習会開催を希望する場合は、
同署まで問い合わせください。
　盛岡中央消防署岩手分署　

☎62‐6119

引きこもりを支え合おう
■家族や支援者の交流会

　引きこもり当事者や家族、支援
者のための対話交流会を開催しま
す。
【日時】　１月20日（水）午後１時30
分～３時30分
【場所】　さわやかクリニック
　 葭 原 章 子　 ☎090‐3127‐

9896

情 報  問い合わせ先
 申し込み先

岩手町役場
☎ 62-2111

イ ン デ ッ ク ス

障害者控除の認定申請
■役場長寿介護課

　介護保険の要介護認定を受けて
いる人で、一定の状態の人は所得
税・住民税の申告における障害者
控除対象者認定を受けられます。
これまで町では、窓口での申請に
より認定書を発行していました
が、今年度から対象者全員に郵送
することにしました。確定申告の
際は、認定書を申告会場に持参し
てください。認定書の発送は１月
下旬を予定しています。認定書が
届かない場合や、不明な点がある
ときは役場長寿介護課に問い合わ
せください。
　役場長寿介護課地域包括支

援センター　☎62‐2111（内線
518）

ボランティアを募集
■東京2020五輪聖火リレー

　東京2020オリンピック・パラリ
ンピック聖火事業等岩手県実行委
員会は、６月16日（水）～ 18日（金）
に本県で実施する「オリンピック
聖火リレー」のボランティアを募
集します。
【募集期限】　１月31日（日）
【滑動日】　６月16日（水）、17日
（木）、18日（金）のいずれか
【滑動場所】　県内で聖火リレーが
実施される市町村のいずれか
【活動内容】　聖火リレー沿道応援
者の整理・誘導、セレモニー会場・
会場周辺の来場者の整理など
【応募方法】　県のホームページま
たは市町村担当窓口に配置してい
る応募用紙に必要事項を記入の
上、メール、郵送、持参により応募
してください
　東京2020オリンピック・パラ

リンピック聖火事業等岩手県実行
委員会事務局　☎019‐629‐6496

意見を募集しています
■第８期介護保険事業計画

　盛岡北部行政事務組合は、「第
８期介護保険事業計画案」につい
ての意見を募集しています。計画
案は、同組合のホームページおよ
び八幡平市、葛巻町は健康福祉課
の窓口で、岩手町は長寿介護課の
窓口で閲覧できます。
【応募期限】　１月18日（月）
【応募方法】　①郵送、②ＦＡＸ、③
電子メール、④持参のいずれか
　〇盛岡北部行政事務組合　

☎0195‐74‐2716　〇役場長寿介
護課地域包括支援センター　☎62
‐2111（内線518）

小学生100円きっぷ
■ＩＧＲいわて銀河鉄道

　ＩＧＲいわて銀河鉄道は小学生
限定の100円きっぷを販売します。
小学生に限り、いわて銀河鉄道線
内がどこからでも片道100円で利
用できます。
【販売・利用期限】　１月17日（日）
【利用区間】　盛岡～目時間の希望
区間
【有効期間】　乗車日当日のみ有効
※発売期間内であれば、乗車日前
の購入が可能です
【販売場所】　ＩＧＲの各駅（小繋
駅、斗米駅を除く）
【その他】　乗車前に購入してくだ
さい。降車駅、列車内での発売は
しません
　ＩＧＲインフォメーション

　☎019‐626‐9151

視聴覚障害者を支えよう
■点字・音訳・手話・筆談体験
　県立視聴覚障がい者情報セン
ターは、視覚・聴覚、またはその両
方に障害がある人の暮らしと情報
環境に対する理解を深めるため、
展示・音訳・手話・要約筆記（筆
談）に関する正しい知識の普及と
啓発を図る体験スクールを開催し
ます。
【日時】　１月23日（土）午前９時45
分～午後３時（午前９時30分受付
開始）
【会場】　県立視聴覚障がい者情報
センター研修室（いわて県民情報
交流センター４階）
【対象者】　県内在住者
【定員】　16人
【申込方法】　電話またはＦＡＸ、
電子メールで申し込みください
【申込締切】　１月15日（金）
【受講料】　無料
【持ち物】　筆記用具、昼食
【主な内容】　▽県立視聴覚障がい
者情報センターの概要説明　▽見
えない人たちの暮らしと情報環境
　▽聞こえない人たちの暮らしと
コミュニケーション　▽盲ろうの
人たちの暮らしとコミュニケー
ション　▽点字・音訳・手話・要
約筆記（筆談）の体験
【その他】　新型コロナウイルスの
感染状況により、内容の変更や開
催を中止とする場合もあります。
あらかじめ了承ください
　県立視聴覚障がい者情報セ

ンター　☎019‐606‐1743

公的年金の源泉徴収票
■日本年金機構

　日本年金機構より令和２年公的
年金などの源泉徴収票を１月中旬
から順次送付します。送付対象は、
老齢・退職を事由とする年金を受
給している人全員です。なお、障
害年金や遺族年金は非課税所得で
すので、源泉徴収票は送付してい
ません。
　源泉徴収票は、確定申告の際に
必要となる書類です。お手元に届
きましたら大切に保管してくださ
い。
　源泉徴収票に関する問い合わせ
は、「ねんきんダイヤル」へお願い
します。源泉徴収票を無くしてし
まったなどの理由により再交付を
希望する場合は「ねんきんダイヤ
ル」から「ねんきんネット」で再交
付申請が可能です。
　日本年金機構　ねんきんダ

イヤル　☎0570‐05‐1165

蜜蜂の飼育届忘れずに
■盛岡広域振興局

　蜜蜂を飼育する人（趣味で飼育
する人を含む）は、毎年、蜜蜂飼育
届を県に提出する必要がありま
す。蜜蜂を飼育する人（計画を含
む）は、令和３年１月１日現在の飼
育群数と年間の飼育計画を１月31
日（日）までにお近くの広域振興局
農政部に提出してください。
　なお、届出の様式は、広域振興局
農政部に問い合わせいただくか、
県公式ホームページの様式をダウ
ンロードして利用ください。
　役場農林課林務畜産係　☎

62‐2111（内線309）



名称 日程 状況 主催・担当課連絡先

町消防出初式 １月 中止 役場総務課☎ 62‐2111（内線 203）

町公民館まつり ２月 中止 町中央公民館　☎ 62‐2877

まんぷくそばフェスタ ３月 中止 岩手広域交流センター運営協議会
☎ 62‐2111（内線 214）

▼下記のイベントはすでに中止が決定しています。【12月 25日（金）正午現在】

新型コロナウイルス
感 染 症 対 策 情 報

　県内でも、複数のクラスター感染が確認されています。同ウイルスは、誰もが感染する可能性が
ある病気です。相手を思いやる気持ちを持って冷静に行動しましょう。今後、新たな情報や感染症
拡大対策に関わる情報を町ホームページや広報いわてまちなどを通じてお届けします。

■岩手町ホームページ　▶▷▶▷ http://town.iwate.iwate.jp/

【相談・問い合わせ先】新型コロナウイルス感染症対策本部　☎ 62‐2111（内線 519）

　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、広報いわてまちに掲載しているお知らせやイベント、各種事業が
今後、中止、延期になる場合があります。町主催のイベントや事業の開催状況は担当課に問い合わせください。
また、町ホームページでも確認できます。町主催以外のイベントについては、直接主催者へ問い合わせください。

◆もう一度、基本的な感染対策を確認し、徹底しましょう！
　▽こまめな手洗・消毒、咳エチケットを行いましょう！
　　・洗っていない手で目や鼻、口などを触らないように気をつけましょう。
　▽定期的な換気や湿度調整、三密を回避しましょう！
　　・冬期間でも、密集・密接を避けるために定期的な換気をしましょう。
　　・密閉、密集、近距離での会話や発言は避けましょう。
　▽健康状態の管理、行動歴の把握に努めましょう！
　　・健康状態や行動歴を確認しましょう。（体温測定、体調管理、接触確認アプリの利用など）
　▽常時マスク着用、三密を伴う会合などを回避しましょう！
　　・人と人との距離（２㍍程度）が十分に確保できないときはマスクを着用しましょう。
　　・集団での飲酒を伴う宴会や狭い個室での会合は避けましょう。

▽発熱などの症状がある人の受診方法はこちら▽
▼新型コロナウイルスやインフルエンザを疑う発熱などの相談・受診方法
　【相談・受診の流れ】
　①発熱などの症状がある場合は、まずかかりつけ医に相談する
　②相談する医療機関に迷う場合やかかりつけ医がない場合には、受診相談センターに相談する
　③かかりつけ医または受診・相談センターの紹介・案内に従い、診療・検査医療機関を受診する
◆受診・相談センター（コールセンター 24時間受け付け）…☎ 019‐651‐3173
◆新型コロナウイルスに関する全般的な相談　※症状のない人の一般相談
県新型コロナウイルス感染症相談窓口（コールセンター：全日午前９時～午後９時受付）
☎ 019‐629‐6085

◆コロナ禍でも医療機関で必要な受診を受けましょう！
　新型コロナウイルス感染症への感染を懸念して医療機関の受診を控える傾向がみられますが、持病の治
療や予防接種・健診などによる健康管理は重要ですので、適切に医療機関を受診しましょう。

日（曜）時　間 行　事　 場　所

１（金） 7:30 ～ 第 47回町元旦マラソン大会
（1.5㌔㍍スタートは8:00、3.5㌔㍍スタート8:10） プラザあい

５（火） 9:00 ～ 町小中学校高校絵画コンクール
（～ 1月 24日） 石神の丘美術館

10（日）13:30 ～ 町成人式（12:30 受付開始） 森のアリーナ

20（水）

9:00 ～ 行政相談 沼宮内公民館

10:00 ～ 盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎019‐623‐6211） ゆはず交流館

13:00 ～ １歳６カ月児健康診査
（2019年4月15日～7月9日生まれ） 町保健センター

24（日） 9:00 ～ 教育を高めて進むまちづくり大会
（8:30 受付開始） 森のアリーナ

27（水）13:00 ～
6 カ月児健康診査（2020 年 7月生まれ）
9カ月児健康診査（2020 年 4月生まれ）
1歳児健康診査（2020 年 1月生まれ）
※健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

28（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、町ホームページや
回覧などでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

町民カレンダー

◆ 町税などの納付期限 ◆

町県民税（４期）
国民健康保険税（７期）
後期高齢者医療保険料（７期）

２月１日㈪
口座振替日：１月 25日㈪

日 お名前 年齢 世帯主 行政区

31 向井　富太郎（81） 本 人 黒 石

１ 佐々木　卯吉（95） イ ト 城 山
２ 柴田　ヨシエ（79） 久 夫 大 坊
２ 山本　八代江（53） テツエ 城 山
５ 三浦　ハツミ（92） 本 人 横 田
６ 岩﨑　エイ子（77） 安次郎 岩 瀬 張
10 田麥　兼藏 （94） 和 則 二 ツ 森
12 平野　喜四郎（84） ツ ヱ 下五日市
12 池　壽 （90） 俊 彦 下 大 町
12 福芋　武 （85） 本 人 上愛宕下
13 早坂　静雄 （70） 本 人 大 坊
14 竹田　ツヨ （91） 豊 新 町
20 丹内　八重子（74） 政 光 犬 袋
20 阿部　功 （93） 育 男 上苗代沢
21 伊藤　厚子 （74） 秋 男 新 町
21 早坂　タキ （86） 浩 尾 呂 部
23 佐々木　千松（83） 浩 雪 浦

11月受け付け分

●生まれたお子さん●６人（８人）

●お婿さん、お嫁さん● ２組（２組）

●亡くなられた人● 17 人（18 人）

よろこび かなしみ

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

2020.11.30現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,270人（△13）
　　　　女　6,589人（△ 8）
　　　　計 12,859人（△21）
【世帯】　　5,462世帯（△12）
【出生】 8人　【死亡】 18人
【転入】12人　【転出】 23人
【外国人住民】159人

 人口の動き

日（曜）時　間 行　事　 場　所

２（火）13:00 ～ 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会
（要予約：役場総務課行政係☎ 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

５（金）17:30 ～ いわてまちイルミネーション2021
（～ 14日）

石神の丘美術館
オープンシアター

９（火） 9:30 ～ 妊婦教室 1回目
※対象者には個別に通知しています 町保健センター

10（水）13:00 ～ ３歳児健康診査
（平成29年5月12日～8月8日生まれ） 町保健センター

１ 月

２月

▼10月

日 お名前 世帯主 行政区

12 西舘　祐也吉田　有里
本 人
正 一

下苗代沢
盛 岡 市

22 橋本　和明菊池　里奈
正 雄
哲 也

野 原
遠 野 市

日 お名前 保護者 行政区

11 千葉　昇
しょうりゅう

劉 順 一 民 部 田

18 浦田　彩
あ や か

楓 政 和 橋 場

18 山口　美
み そ ら

空 惇 平 橋 場

19 太田代　來
ら い む

夢 敦 新 田

20 大宮　永
はる

空 上五日市

26 岩崎　冬
と う ま

茉 大 輔 新 町

▼11月

▼11月
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緑
色
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

ラ
ー
で
す
。
国
土
は
年
中
緑
に
覆
わ
れ
、
国
旗
や

シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
（
ク
ロ
ー
バ
ー
）、
ラ
グ
ビ
ー
や

ホ
ッ
ケ
ー
の
代
表
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
緑
色
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は

郵
便
ポ
ス
ト
も
緑
色
で
す
（
ち
な
み
に
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
が
好
き
な
色
も
緑
だ
そ
う
で
す
）。
緑

色
が
国
を
象
徴
す
る
色
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
国

の
歴
史
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

５
世
紀
頃
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
キ
リ
ス
ト
教
を

布
教
し
た
聖
人
パ
ト
リ
ッ
ク
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の

教
え
で
あ
る
「
三
位
一
体
」
を
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
の

三
つ
葉
に
例
え
て
説
明
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
象
徴
す
る
も
の
に
シ
ャ

ム
ロ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

19
世
紀
に
独
立
運
動
が
活
発
化
し
た
際
、
人
々
は

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ら
し
さ
」
を
表
す
シ
ャ
ム
ロ
ッ

ク
の
色
、緑
を
身
に
着
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
デ
ー
で
シ
ャ

ム
ロ
ッ
ク
や
緑
色
の
衣
装
が
定
番
と
な
り
、
国
を

象
徴
す
る
色
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
色
は
岩
手
町
で
も
馴
染
み
の
あ
る
色
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
親
し
み
を
持
っ
て
い
る
色
が
同

じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
町
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

の
大
切
な
つ
な
が
り
で
す
。

このコーナーでは、町が 2020 東京五輪ホストタウンとして迎えるアイルランドについて学び、同国のことを知るために国の特徴
や同国代表女子ホッケーチームの情報をシリーズでお届けします。　　  町教育委員会社会教育課 62 － 2111 内線 342 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2021年
［
令
和
３
年
］

１
月
１
日
発
行

No.739

アイルランドの代表的な祭り「セント・パトリックスデー」で緑色
にライトアップされたアイルランドの大学・トリニティカレッジ
（写真提供：Ireland’s CONTENT POOL）

編編
集
後
記

集
後
記

ア

イル
ランドへの架け橋

ア

イル
ランドへの架け橋

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
緑
色
と
は

ホストタウン事業を盛り上げよう！ホストタウン事業を盛り上げよう！

広報いわてまちは、『記者
ハンドブック新聞用字用
語集第 13 版』に基づい
て記事を作成しています。
原則、よろこびかなしみ
コーナー以外は常用漢字
を使用しています。
氏名などを掲載する場合
も、常用漢字での掲載と
なりますのでご理解をよ
ろしくお願いいたします。

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
で
も
穏
や
か
に
新
し

い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

う
し
年
の
２
０
２
１
年
。
い

よ
い
よ
開
催
が
近
づ
き
、楽

し
み
な
東
京
五
輪
。
岩
手
町

に
縁
あ
る
選
手
が
日
本
代
表
と

し
て
活
躍
す
る
よ
う
な
大
会

と
な
れ
ば
町
と
し
て
も
嬉
し

い
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、ア

イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
間
で
進
ん

で
い
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

な
ど
も
今
年
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
。
東
京
五
輪
を

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

遠
藤
康
平

い
わ
て
ま
ち
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